
事業概要

(平成12年度のまとめ)

京 都 府立図書館



目次

l 平成12年度の主な動き

2 利用 状況 …・・…...・ H ・H ・H ・-…………………ー…・……一………………………… H ・H ・-…・・ 3 

(1)個人貸出………………………………………………………………………………… 3 

(2)個人貸出登録 ……………………........… H ・H ・-…………………………………………ー 3 

(3) 1日平均個人貸出 ……………………………………………………………………...・ H ・ 3

(4) 一括大量貸出事業 ………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(5)図書館関相互貸借 …………........................................................................... 5 

(6)調 査相 談 …………………………………………………………………………………・・ 6 

(7) 複 写利 用 ……………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

(8)他の図書館等の資料複写サービスの利用 …………...・ H ・..………………………...・ H ・ 6

(9)連絡協力車の運行 …………........................................................................... 7 

3 図書館資料 …・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

(1)図書...・ H ・..………………………………...・ H ・..……………………………………… 8

(2)逐次刊行物 …............................................................................................ 9 

4 沿 革 …・・・・……・・・・・…・・・・・・・・・…・・…・…・…・・・・・・・…-…・・・・…・・・…・……ー…・・……・ー…... 10 

5 経 費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

6 組 織 …・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

7 施設の概要 …・…・……・…………………………… H ・H ・…………………………………… 19 

8 利用案内 ……………………………………………………...・ H ・H ・H ・-……………………ー 19 



1 平成12年度の主な動き

府立図書館は、府域における中核的図書館として、府民の生涯学習を援助するとともに、市

町村立国書館等への支援の役割を持つ広域図書館として、府内市町村と協力しながら公共図書

館事業を進めるべく努めてきた。

なお、平成12年度中は新館整備のため休館した(平成9年4月 1日-----)。

(1)蔵書数

平成12年度中の資料収集については、寄贈図書及び府立総合資料館からの保管換え図書等

を含め381，945冊を受け入れ、蔵書冊数は784，659冊となった。

なお、これ以外に逐次刊行物218，785冊がある。

(2)図書館協力貸出

新館開館準備のため、平成12年度は本館からの市町村立図書館等への協力貸出の休止によ

り、当館からの貸出冊数は中京分館からの436冊にとどまった。

(3)図書館資料広域貸出事業

府内全域における図書館活動の振興をめざして、図書館未設置町村での図書館活動の充実

を図るため、町村設置の読書施設へ大量に図書を貸し出す事業を平成元年度から実施してい

る。

平成12年度末現在では、府内21町村に111，000冊の図書を貸し出している。

(4)連絡協力車の運行

平成7年8月から府内44全ての市町村へ月 2回運行している。

図書館相互貸借等の図書約10，000冊を搬送するとともに読書施設への助言やその他運営相

談に応じた。

(5)新館整備事業

平成10年10月旧館跡地に着工していたものが、平成12年10月末日に竣工となった。

(6)新館準備作業

仮施設で保管の本館図書、府立総合資料館から保管換えする図書及び中京分館から移転す

る図書について、データ入力・梱包等移転準備後、新館への移転実施及び新館での排架作業

を完了した。
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資料及び利用の状況(平成12年度)

年度間
図書 280，169冊 図 書 784，659冊

逐次刊行物 6，986タイトル 蔵書冊数
収集資料

逐次刊行物 218，785冊

(総合斜館からの移管酬を含む)

個 本館 (休館中)

人 中京分館 15，464人 36，089冊

貸

出 計 15，464人 36，089冊

市
図書館資料広域貸出 21町村 111，000冊(すべて継続貸出)

町
貸出文庫 20市町村 35，924冊

村
協力貸出 28市町村 36館(室) 436冊

特別貸出 0冊

貸出状況
貸

出
言十 147，360冊

そ 府内学校図書館等への協力貸出

の 他府県図書館等への協力貸出 (休館中につきなし)
他

特別貸出
の

貸

出 計

総貸出冊数 183，449冊

調 査 相 談 (休館中)

複写利用(本館) 11 

. 

本館入館者数 11 

qru 



2 利用状況

( 1 ) 個 人貸出

ぶ玄¥互三 登録者数 貸出者数 貸 出冊数

本 館 休 館 中

中 京 分 館
人 人 冊

1，143 15，464 36，089 

計 1，143 15，464 36，089 

(2)個人貸出登録者数

ぶいそ生 一 般 学生・生徒 児 童 lロh 計

本 館 休 館 中

人 人 人 人
中 京 分館 972 171 1，143 

言十 972 171 1，143 

(3)一日平均個人貸出

ぶ云¥互全 開館日数 一日平均貸出者数 一日平均貸出冊数

本 館 休 館 中

中京分館
人 冊

257 60 140 
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(4) 一括大量貸出事業

ア 「図書館資料広域貸出事業」による大量貸出
(単位:冊)

市 町 村 名 継続貸出分 市 町 村 名 継続貸出分

和 束 町 5，000 久 美 浜 町 6，000 

瑞 穂 町 5，000 笠 置 町 5，000 

一 和 町 5，000 夜 久 野 町 5，000 

京 オヒ 町 5，000 加 悦 町 5，000 

丹 波 町 5，000 ZL4王4 滝 町 5，000 

日 =ロと 町 5，000 丹 後 町 5，000 

南 山 城 村 5，000 弥 栄 町 5，000 

伊 根 町 5，000 大 山 崎 町 6，000 

野 田 )11 町 6，000 /¥ 木 町 6，000 

大 宮 町 6，000 和 知 町 5，000 

網 野 町 6，000 

言十 111，000冊

図書館活動の振興を図るため、元年度から新規事業として実施したもので、図書館未設置町村に一

定要件が充たされれば図書を一括大量に貸出すとともに、次年度から 4年聞は補充貸出も行う込ので、

平成9年度で補充貸出は終了した。

イ 「貸出文庫事業」による大量貸出

市 町 村 名 貸 出 冊数 市 町 村 名 貸出冊数

大 山 崎 町 200 冊 福 知 山 市 600 冊

井 手 町 5，000 舞 鶴 市 1，400 

山 域 町 8，000 夜 久 野 町 350 

南 山 域 村 3，000 一 手口 町 1，025 一

宇 治 田 原 町 49 r邑晶司.

津 市 500 

笠 置 町 200 伊 根 町 2，100 

京 北 町 1，000 網 野 町 400 

美 山 町 6，000 峰 山 町 2，000 

/九 木 町 1，000 助、 栄 町 300 

瑞 穂 町 1，000 大 宮 町 1，800 

lロL 計 (3市16町1村) 35，924 
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(5)図書館間相互貸借

最近の府内市町村立図書館・読書施設等の整備充実と住民の資料要求の高まりにより、府

立図書館へ資料の援助が求められている。昭和58年6月から図書館相互貸借を本格化し、定

着しているが、本年度は中京分館からの相互貸借のみ行なわれた。

ア 他館への協力貸出

館 数 冊 数

本館から 。
市 町 村 立 図書館等への貸出 36 

中京分館から 436 

本館から 。
府内学校図書館等へ貸出 。

中京分館から 。
本館から 。

他府県図書館等へ貸出 。
中京分館から 。

計 36 436 

目日 年 度 79 15，887 

イ特別貸出 0冊

ウ借受提供

件 数 冊 数 備 考

府内市町立図書館等から 187 203 

国 立 国 会 図書館から 。 O 

いずれも中京分館のみ

他府県図書館等から 27 29 

計 214 232 

BIJ 年 度 94 105 
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(6)調査相談(レファレンス)

区分| 来館者相談

事項 ¥| 資料調査|利用案内

電話|文書 計 前年度

相談件 数 休 館 中

(7)複写利用

利用人員
均

員

一

)

平
人
一

日
用
一
中

刈
川
川
川

d
回

l
F
一

1 日平均

複写枚数

館

(8)他の図書館等の資料複写サービスの利用

件 数 占 数 備 考

国会図書館から 。 。
他府県図書館等から 。 。

言十 。 。
目U 年 度 。 O 
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(9)連絡協力車の運行

府内の各図書館・読書施設との資料の相互貸借、情報交換、技術指導・助言、資料の収集

を行うため、次の 5コースにより44市町村、 46施設へ月 2回、合計109回の運行を実施した。

ア コース

京都府立図書館一亀岡市立図書館一八木町立郷土資料館図書室ー

園部町立園部中央図書館一日吉町ふるさと文庫一美山町立図書館一
A 

京北町文化センター図書室一京都ライトハウス点字図書館一

京都府立総合資料館一京都市中央図書館一京都府立図書館

京都府立図書館一八幡市立八幡市民図書館一京田辺市立中央図書館一

精華町立図書館一木津町中央図書館一加茂町立図書館一
B 

和束町体験交流センター図書室ー南山城村教育委員会図書室ー

笠置町中央公民館図書室一京都府立図書館

京都府立図書館一宇治市中央図書館一宇治田原町立図書館一井手町図書館

一山城町立図書館一城陽市立図書館一久御山町立図書館一
C 

大山崎町中央公民館図書室一長岡京市立図書館一

向日市立図書館一京都府立図書館

京都府立図書館一綾部市図書館一福知山市立図書館一

夜久野町教育文化会館図書室一大江町立図書館一岩滝町中央公民館図書室

D 一伊根町教育委員会一宮津市立図書館一舞鶴市立西図書館一

和知町立ふれあいセンター図書室一丹波町中央公民館図書室ー

京都府立図書館

京都府立図書館ー加悦町中央公民館図書室一野田川町中央公民館図書室ー

大宮町中央公民館図書室一峰山町立図書館一弥栄町中央公民館図書室一

E 丹後町中央公民館図書室一久美浜町教育委員会図書室ー

網野町生涯学習センター図書室一三和町図書室ー

瑞穂町教育委員会一京都府立図書館

イ 搬送の内訳

次のとおり9，997冊の資料を搬送した。

(ア) 府立図書館から市町村図書館・読書施設への貸出

(イ) 市町村図書館・読書施設から市町村図書館・読書施設への貸出

(ウ) 寄贈図書等の搬送
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3 図書館 資料

平成12年度における図書館資料は次のとおりである。

(1)図書

ア蔵書冊数

ぶ:
平12.4.1 受入冊数

平13.3.31
館 内 現在

現在
登録

蔵書数 購入寄贈保管換えその他 計
移 動

蔵書数

本 企画整理課 270，450 21，339 5，730 351，129 105 378，303 46，544 695，297 

館 振興課 199，296 2，786 O O O 2，786 -10，944 191，138 

中京分館 34，744 696 158 O 2 856 -35，600 O 

Z十 504，490 24，821 5，888 351，129 107 381，945 01 886，435 

※A V資料等(上記蔵書数に含む。)

ーに¥¥互三
CD (音声・音楽)

CD-ROM  

D V D 

ビデオテ ープ

カセットテープ

マイクロフィルム

マイクロフィッシュ

o. 
Jι 入 数

上段:タイトル数下段:点数

3，729 

平 13.3.31現在

3，729 

※障害者用資料(上記蔵書数に含む。)

JV¥¥EZ 
テープ図書

大 活 Fナ-4 本

占 Fナ.."・ 図 霊Eヨ主

g 
3ζ 入 数

上段:タイトル数下段:点数
平 13.3.31現在

o 823 
0 2，024 
o 1，468 

ー一一ーーーーーーー

O 1，468 

o 186 

O 960 
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図 書
平13.3.31

扱い

逐次
現在

図 書 数
刊行物

101，776 593，521 

01 191，138 

O O 

101，776 784，659 



イ 分類別冊数

館名 本 館
-g. 

企画整理課 振 輿 課

分 類 冊 数 百分比 冊 数 百分比 冊 数

O 総 記 23，337 3.9% 1，025 0.5% 24，362 

1 哲 A弓主t.与 28，439 4.8% 1，953 1.0% 30，392 

2 歴 史 53，161 9.0% 6，025 3.2% 59，186 

3 社会科学 114，410 19.3% 6，665 3.5% 121，075 

4 自然科学 32，155 5.4% 3，944 2.1% 36，099 

5 技 術 37，623 6.3% 9，594 5.0% 47，217 

6 産 業 27，941 4.7% 2，372 1.2% 30，313 

7 一Z争+3Za 術 32，509 5.5% 5，599 2.9% 38，108 

8 = にヨ 語 9，820 1.7% 959 0.5% 10，779 

9 文 A寸'"一与 117，301 19.7% 45，605 23.9% 162，906 

計 476，696 80.3% 83，741 43.8% 560，437 

児 二塁三E主 書 41，052 6.9% 107，397 56.2% 148，449 

文庫整理 2，879 0.5% O 0.0% 2，879 

!日 分 類 8，440 1.4% O 0.0% 8，440 

そ の 他 64，454 10.9% O 0.0% 64，454 

メロ~ 言十 593，521 100.0% 191，138 100.0% 784，659 

※振興課図書のうちに図書館資料広域貸出事業図書111，000冊を含む。

(2)逐次刊行物(平成12年度)

ア 購入タイトル数

種ヲ「一一一-IJ空
本 館

中 京 分 館

新 聞

15 

-6 

イ 寄贈・保管換え等タイトル数(本館)

- 9一

雑 圭p，土b 

458 
(うち点字 3) 

34 

6，473種(うち点字 5)

計

百分比

3.1% 

3.9% 

7.5% 

15.4% 

4.6% 

6.0% 

3.9% 

4.9% 

1.4% 

20.7% 

71.4% 

18.9% 

0.4% 

1.1% 

8.2% 

100.0% 

計

473 

40 



4 沿革

明治31年(1898)4月 府立京都図書館御苑内創立

館長三宅五郎三郎就任

か 6月 業務開始

33年(1900) 夜間開館開始

館長 原田千之助異動、中道貫一館長就任

36年(1903)10月 巡回図書館(貸出文庫)制度開始

37年(1904)3月 湯浅吉郎館長就任

38年(1905)4月 児童室開設

39年(1906)6月 館外貸与規則制定告示

グ 11月 新館起工式

42年(1909)2月 新館竣工

か 3月 京都府立京都図書館規則告示

11 4月 新館開館

大正5年(1916)5月 湯浅吉郎館長退職

か 10月 北畠貞顕館長就任

8年(1919)1月 本館図書分類目録編纂に着手

11年(1922)4月 貸出文庫を増設

14年(1925)3月 児童室閉鎖

昭和3年(1928)3月 帯出規程告示

グ 4月 個人貸出実施

グ 6月 和漢図書分類目録分類表12冊作製

9年(1934)10月 京都府中央図書館に指定

15年(1940)11月 北畠貞顕館長退職 内藤乾吉館長就任

16年(1941)5月 児童室復活開室

22年(1947)7月 内藤乾吉館長退職西村精一館長就任

グ 8月 館外貸出廃止

23年(1948)4月 児童室を元貴賓室に移転

か 9月 読書ルーム開設(河原町丸善京都庖地下)

24年(1949)4月 読書相談開始

グ 6月 河原町分館開館(河原町丸善京都居地下)

25年(1950)2月 伏見分館開館(伏見信用金庫2階)
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昭和25年(1950)3月 巡回図書館(貸出文塵)廃止

グ 6月 宮津地方分館開館(宮津町役場内)

か 7月 綾部地方分館(綾部市立図書館内)及び

峰山地方分館(丹後地方教育局内)開館

グ 8月 学生自由閲覧室新設

か 11月 京都府立図書館設置条例公布(条例第62号)

26年(1951)4月 上京分館開館(北区紫郊会館内)

グ 9月 本館大閲覧室屋根修理着工休館

グ 10月 本館蔵書一部知恩院倉庫に別置

グ 11月 本館大閲覧室安全開架式を実施

グ 12月 本館新体制で開館

27年(1952)6月 本館読書相談係設置

か 7月 園部地方分館(園部町立図書館内)

北桑田地方分館(京北町下中)及び

木津地方分館(旧役場内)開館

28年(1953)4月 宮津地方分館移転(宮津市立図書館内)

本館月曜日休館を実施

29年(1954)2月 伏見分館新築工事着工

グ 7月 木津地方分館移転(木津小学校内)

伏見分館庁舎竣工移転

か 9月 京都府立図書館「善本目録」作製

30年(1955)6月 峰山地方分館移転(丹波公民館内)

グ 9月 青年学級文庫実施

31年(1956)5月 上京分館移転(桜谷文庫内)

グ 9月 河原町分館閉館

32年(1957)6月 中京分館(河原町分館改称)開館(烏丸庁舎内)

グ 10月 宮津地方分館移転(労働セツルメシト内)

35年(1960)10月 中京分館館外貸出実施

37年(1962)9月 峰山地方分館移転(丹波小学校内)

38年(1963)3月 本館読書相談係・学生自由閲覧室・貸出文庫閉鎖

蔵書の一部を府立総合資料館へ移管

か 5月 木津地方分館移転(町民センター内)

グ 7月 綾部地方分館移転(市民センター内)
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昭和38年(1963)10月 西村精一館長転出(京都府立総合資料館長へ)

相馬利雄館長就任

グ 11月 本館 日躍・土曜午後・夜間を休館

グ 12月 児童室土・日曜休室

39年(1964)1月 本館外装改修工事

グ 5月 本館夜間・土曜午後再開 (9時まで) 貸出室設置

児童室館外貸出実施土曜日開室

宮津地方分館移転(宮津市立図書館内)

伏見分館館外貸出実施

グ 7月 市内分館 日曜日休館を実施

40年(1965)1月 中京分館仮移転(京一商同窓会館)

か 7月 児童室に母親文庫設置

か 9月 府教育委員会基本規則一部改正

教育庁係等設置規程一部改正により図書館に課制実施

グ 11月 中京分館移転(京都府中京庁舎内)

41年(1966)9月 綾部地方分館閉館

グ 11月 園部地方分館閉館

自動車文庫命名式(捲川知事「あゆみ号」と命名)移動図書館事業開始

42年(1967)7月 本館修繕工事

か 9月 貸出室移転再開

44年(1969)12月 本館夜間閉館時間 (7時)に変更

45年(1970)8月 相馬利雄館長退職、荒尾利就館長事務取扱就任・転出

岩崎彰之助館長就任

46年(1971)8月 宮津地方分館新宮津市立図書館内に移転

本館貸出室の図書を閲覧室に統合 第 2閲覧室開室 貸出方式をブラウ

ン方式に切替

47年(1972)4月 岩崎彰之助館長転出吉川博明館長就任

か 11月 自動車文庫「あゆみ号」の更新

48年(1973)4月 上京分館館外貸出実施

か 6月 吉川博明館長転出庄林二三雄館長就任

49年(1974)4月 庄林二三雄館長退職宮本英男館長就任

50年(1975)3月 木津地方分館閉館

身体障害者用 便所・スロープ新設

宮本英男館長退職
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昭和50年(1975)4月 布村忠雄館長就任

か 5月 本館(閲覧室・中央カウシター・新聞雑誌室開設)内装工事

本館閲覧室を完全開架式に切替

51年(1976)4月 本館閲覧用目録作成に着手

グ 5月 上京分館閉館 (51.5.8)

グ 6月 京都府図書館等連絡協議会発足、府立図書館に事務局を置く

か 7月 児童室改修工事

53年(1978)3月 本館改修工事(外装・屋根葺替・玄関・防災設備)

本館閲覧用目録整備完了

54年(1979)3月 本館書庫の改修工事

グ 4月 国会図書館からの図書貸出制度発足

本館自習室を閉鎖

グ 7月 本館・伏見分館の冷暖房工事完了

か 8月 北桑田地方分館仮移転(京北農業協同組合弓削支所内)

グ 11月 自動車文庫「あゆみ号」の更新

「専門情報機関要覧」刊行

55年(1980)3月 北桑田地方分館閉館 (55.3.31)

か 4月 布村忠雄館長転出 長谷川啓司館長就任

峰山地方分館移転(峰山町中央公民館内)

56年(1981)4月 長谷川啓司館長転出浜辺一彦館長就任

か 9月 移動図書館用電動集密書架設置

か 12月 伏見分館改修工事

57年(1982)4月 伏見分館宿日直を廃止し警備会社に委託

グ 7月 障害者サービス(対面朗読)実施

58年(1983)2月 生涯教育推進事業として読書推進講座実施

か 3月 「京都府の公共図書館」刊行

伏見分館 ブックポスト設置

か 6月 図書館協力貸出本格実施

か 7月 新着図書案内発行

59年(1984)12月 連絡協力車試験的運行開始 (2コース)

60年(1985)7月 国立国会図書館とのオンライソ利用実験実施

61年(1986)8月 京都府教育委員会教育長から「生涯学習社会を展望する京都府の図書館

のあり方」を京都府社会教育委員会議へ諮問
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昭和61年(1986)12月 昭和61年度全国公共図書館参考事務研究集会開催

12月4日'""5日 会場京都堀川会館

62年(1987)10月 国立国会図書館とオンライン実施

伏見分館サービス終了 (62.10.31)伏見分館閉館 (63.3.31)

63年(1988)3月 「京都府の公共図書館 1987年版」刊行

平成元年(1989)7月 浜辺一彦館長死去、上田将館長就任(本庁指導部長兼任)

か 9月 上田将館長退任、林芳男館長就任

グ 10月 図書館資料広域貸出事業開始

グ グ 「京都府公共図書館等所蔵雑誌・新聞総合目録」京都府図書館等連絡

協議会と共同刊行

2年(1990)3月 京都華頂ライオネスクラブから公用車(ステーションワゴγ)の寄贈

か か 「点字・録音図書目録(点字版)J刊行

か 4月 連絡協力車事業本格実施

グ 6月 機構改革により本館は4課組織に

グ 12月 移動図書館事業終了

3年(1991)3月 本館模様替内装工事(受付カウンター・新聞雑誌室・休憩室・ロッカー

室・点字コーナー配置換)

か 4月 ロッカーを自主管理方式に

か 6月 マイクロリーダプリンターのせーピス開始

グ 8月 「連絡協力車だより」発刊

4年(1992)4月 林芳男館長退任、柴田賀館長就任

か 9月 毎月第 2土曜日 児童室午前9時半から開室開始

5年(1993)3月 「京都府の公共図書館 1992年版」刊行

6年(1994)3月 「京都府公共図書館等所蔵雑誌・新聞総合目録」京都府図書館等連絡

協議会、京都府立総合資料館と共同刊行

グ 5月柴田賓館長退任

グ 6月 高木多喜男館長就任

7年(1995)2月 阪神・淡路大震災(1月17日)による本館一部被害の補修・補強工事実

施

グ 5月 本館老朽化による安全対策のため館内模様替え(事務室の l階への移動

等)実施。 5月1日から 2ヵ月間臨時休館 (7月3日再開館)

グ 8月 連絡協力車北部コース月 2固に運行を拡充。これにより府内全ての市町

村へ月 2回運行となる
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平成7年(1995)9月 一般図書室の天井一部損傷による補修工事実施。 9月18日から臨時休館

(10月16日再開館)

グ 12月 京都府社会教育委員会議が、京都府教育委員会教育長に「生涯学習社会

を展望する京都府の図書館の在り方について(提言)Jを提出する

8年(1996)3月 平成8年度当初予算に府立図書館整備費を計上

か 汐 高木多喜男館長退任

か 4月 五十嵐一郎館長就任

か 9月 新府立図書館建設基本計画の概要を発表

グ グ 9月補正予算に文化財的観点から壁面(東側前面)を保存しながら、新

築整備するための基本設計費、現存建物記録調査費及び壁面保存の構造

診断調査費等を計上

9年(1997)3月 平成9年度当初予算に実施設計費、補強設計費、補強工事費、情報ネッ

トワークシステム詳細設計費、蔵書データ電算入力費、埋文調査費、解

体設計費・解体工事費等を計上

グ グ 宮津・峰山地方分館の閉館 (9.3.31)

グ 4月 新館整備のため本館を休館 (9.4.1----)

グ 9月 本館仮施設(京都市下京区、旧中小企業総合指導所)へ移転完了

10年(1998)3月 府立図書館解体工事及び壁面(東側前面)保存工事完了

グ グ 平成10年度当初予算に、新館建設工事費、情報ネットワーク整備費、図

書資料整備費、埋文調査費等を計上

か 汐 五十嵐一郎館長退任

か 4月 西山隆史館長就任(本庁指導部長兼任)

グ 5月 西山隆史館長退任

か 6月 小山雄一館長就任

か 7月 総合資料館蔵書との一体的データ化作業のため、図書館職員 3名を併任

発令

11 9月 本館事務室の再移転(旧中小企業総合指導所から隣接の旧女子高等技術

専門校へ)

か 11月 新府立図書館新築工事起工式

11年(1999)2月 平成10年度近畿地区公共図書館研修の開催(主催:文部省、京都府教育

委員会他)

2月15日----2月19日 会場:京都府総合教育センター
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平成11年(1999)3月 平成11年度当初予算に新築工事費、情報ネットワーク整備費、図書資料

整備費等を計上

汐 6月 「日本目録規則1987年版改訂版Jr日本十進分類法新訂9版Jr日本著者

記号表改訂版」を採用

12年(2000)3月 平成12年度当初予算に新築工事費、情報ネットワーク整備費、図書資料

整備費、備品整備費等を計上

新館竣工

仮施設から新館に移転、開館準備作業本格化

「京都府図書館総合目録ネットワーク運営規程」を施行(1日)

仮施設及び府立総合資料館からの図書資料移転終了

中京分館閉館

小山雄一館長退任

中里隆憲館長就任

府教育委員会基本規則を一部改正して図書館の職を整備し、教育庁係等

設置規程を一部改正して 2課制(総務課 2係、資料課:4担当)を施

" 10月

" 11月

" " 
13年(2001)2月

" 3月

" 11 

ノア 4月

" 1/ 

行(1日)

" " 「京都府立図書館の管理運営に関する規則J(平成13年京都府教育委員

会規則第 l号)を施行(1日)

" 5月 「京都府立図書館個人貸出規程」、「京都府立図書館対面朗読等規程」、

「京都府立図書館複写取扱規程」、「京都府立図書館貴重書データベース

利用等規程」、「京都府立図書館外部有料データベース利用等規程」、「京

都府立図書館機関貸出規程」、「京都府立図書館貸出文庫規程」、「京都府

立図書館利用規程」及び「京都府立図書館連絡協力車事業規程」を施行

(7日)

1/ 1/ 開館式 (10日)、一般開館 (11日)

" λF 京都府図書館総合目録ネットワークのインターネット発信開始 (10日)

" " 連絡協力車の毎週運行を開始(16日)

" 6月 京都府図書館総合目録ネットワーク運用開始(1日)
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5 経 費

平成12年度における経費は、次のとおりである。

科目 事 項 金 額 上七 率 備 考

人 件 費 285，216 千円 49.54 % 

図 図書館資料費 150，000 26.06 

書 図 書 148，572 25.81 

逐次刊行物 1，428 0.25 
館

その他経費 138，601 24.08 

費
言十 573，817 99.68 

事 人 件 費 1，836 0.31 

務
その他経費 25 0.01 

局

費 計 1，861 0.32 

ムロ 計 575，678 100.00 

館別図書館資料費内訳

区 分 図 書 費 逐次刊行物費 計

千円 千円 千円

本 館 147，494 805 148，299 

中 京 分 館 1，078 623 1，701 

計 148，572 1，428 150，000 
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6 組 織

館長以下事務職員33名、技術職員 2名、計35名(司書有資格者17名)である。組織を図示す

ると次のとおりである。(註( )内は司書有資格者数)

(平13.4. 1現在)

生厚
4

宏伸
g

福

理

管

務

報

舎

服

広

庁

与

理

品

給

経

物

事

算

産

人

予

財
「十
L

係務

印aA宝

庶

総務課長

1 (0 J 
「図書館情報システム運営・管理

企画調整係 卜京都府図書館総合目録ネットワーク運営

5 (2 J トホームページ管理

」図書館関係団体業務(全公園、近公園、京国連協)

館長

1 (1 J 

副館長

1 (1 J 
図書整理担当 「図書資料の収集・整理・データ化

5 (3 J L 寄贈図書資料の収集・整理・データ化

「マルチメディア閲覧室 (2F)の運営・管理
特定資料担当 | 

-←マルチメディア資料の収集・整理・データ化
5 (2 J 

」逐次刊行物の収集・整理・データ化

資料課長

1 (1 J 
「閲覧室 (BIF'lF)の運営・管理

関 覧 担 当 卜図書に関する調査・相談

7 (5 J ト障害者サービス

」府外図書館等との相互貸借

「貸出文庫・協力貸出

振興担当 卜府内図書館等との相互協力・連絡調整

5 (2J ト連絡協力車の運営

」図書館関係団体業務(日本図書館協会)

。。
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7 施設の概要 (平13.4.1現在)

敷地面積 3，740.26rrl 

建築面積 1，168.03rrl 

延床面積 7 ， 484 . 38 rrl 

構 ユ、止旦と 鉄骨鉄筋コンクリート造

階 数 地上 4階・地下 2階

建築 年 平成12年10月

8 利用案内(平13.5.11現在)

所在地等

干606-8343

京都市左京区岡崎成勝寺町 9

TEL 075-762-4655 

FAX 075-762-4653 

ホームページ http://www.library.pref.kyoto.jp 

. 火曜日~土曜日 午前 9時30分~午後 7時
開 館 時 間

日曜日 午前 9時30分~午後 5時

. 月曜日(国民の祝日に関する法律に規定する休日と重なる場合

は、その翌日)

. 毎月 第 4木曜日
休館 日 . 国民の祝日に関する法律に規定する休日

. 年末年始(12月28日~翌年 1月4日)

. 特別整理期間(1箇月程度前に予告します。)
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